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（Cell 135, 375, 2008）。
　SIRT1 が幹細胞分化の際に何をするか調べるために、
マウス胎児神経幹細胞の SIRT1 をノックダウンして発























SIRT1： 細胞質 核と細胞質 細胞質
胎児脳SIRT1を阻害すると正常な神経幹細胞
の分化が阻害される











































































図 13B の図のようにレスベラトロールは SIRT1 依存
性に酸化ストレスによる細胞死を抑制しました。
　なぜレスベラトロールが酸化ストレスを低減できる
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* 堀, 久野ら 2011
* 瀬堀, 久野ら 2018







































































A： 走行距離 B： 最大走行スピード C： ぶら下がり時間
D： 運動後の
筋障害の増加
E : 運動後の骨格筋の傷害 (赤)













































































Time after injury (sec)















































ベッカー型筋ジストロフィー ： ４名 うち1名名歩行不能




































































































































































































0 10 20 30 40 50
コントロール
阻害薬
P-value from χ2 test
treatment n 腹腔浸潤(+) (%)
コントロール 29 34










P-value from χ2 test
A   SIRT1阻害薬 腹腔注射 1回/日
















ラメリポディアあり =  細胞移動あり
SIRT1 あり SIRT1 なし
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